
子どもの人権 －取材の現場から－

令和６年度和光市人権講演会

《お問い合わせ先》
和光市教育委員会
生涯学習課生涯学習担当

TEL 048-424-9150

●日時
令和７年３月２６日(水)
１４：００～１６：００
(開場 １３：３０)

●場所
和光市民文化センター
サンアゼリア・小ホール

●定員
２００名(事前申し込み制)

●申し込み方法
電子申請・お電話にて

●講師

朝日新聞記者

大久保真紀氏

●講師略歴
福岡県生まれ。1987年、朝日新聞に入社。盛岡、静岡両支局を経て、東京本社

社会部などに在籍して、旧厚生省、遊軍などを担当。編集委員の後、鹿児島総局
次長を経て、2008年から再び編集委員。2021年度日本記者クラブ賞受賞。
著書に「ルポ 児童相談所」（朝日新聞出版、18年）、「献身 遺伝病ＦＡＰ

患者と志多田正子たちのたたかい」（高文研、14年）、「児童養護施設の子ども
たち」（同、11年）、「ああわが祖国よ 国を訴えた中国残留日本人孤児たち」
（八朔社、04年）、共著に「ルポ 子どもへの性暴力」（朝日新聞出版、24年）、
「虚罪 ドキュメント志布志事件」（岩波書店、09年）などがある。

●入場無料
●どなたでも参加いただけます
●手話通訳・要約筆記あり
●保育あり 先着４名
※2月28日までに講座申込時に申請

👈スマートフォン📱等で
読取ると受付フォームに
アクセスできます

虐待児童、遺伝性難病患者など、様々な社会的弱者を取材し、記事や著作で伝え、
2021年度日本記者クラブ賞を受賞された大久保真紀さん。児童相談所などでの長年
の取材をもとに、虐待や自殺、性暴力など、「子どもの人権」に関わる現状や課題
についてお話します。


